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　回的　寺宝莱n 考ヤペヽツk 小松集i lit. I-. バ'iオf ワ/ ロジーの一手■A（あ5 胚培養

＼--i- りt.成しt:≫fT野象で｀。広易県v･ま昭和占耳に導ｘレ. ぷZ耳夏やり一般に臓2Jtている.

耐暑性生苛11･こ賃ぐれ，ﾋ:-9 5ソ, ・ネラ)l／寺の徴t麓分*･多く,含＆べ，アフタ■■jr な< て

取扱ヽ→醵茸びあわり. 今後かい）癈6. t ゐk- をわれるのてヽ≒孫存や調理y-）際の収奪曼

化l調べぺ　この野菜の調理晶ヒしての有効性£撞討I rこ.

　方法　農協の有個セy ターて゛戦地！れに心・を｡播種筏ﾀクヨi茎挙いz >殊双レ，ｲ和

Krヽ呑まピ゛一一ル袋に入,岐て參封レ掃理は棄b茎に分吋. 葉1-3 ユ'f呻.I^ n ^m.長i ･でPa

明してlや･r--,, 悍存期間H タ週間迄，調理茲n青果^調理o

T竹わ3」のz方城t -^し。恥煮（試料/･/ら倍量・埓騰水ヽずびね楓）ヒ廸竃レ（試料・ヽ/D

倍量・／り忙地中に圧入ヽすi>）操作1行りい，ぞitXぞ･れ析^騎闇恢のv.＆りレ･£フラロ｀レ

茲），Vt｡（ヒド｀ラジン城）, Ca （邁－マンがン酸々リウム茲），色（ヂフタ/i^渕色色羞對吻一

八･/）型）-。ふび｀水,今含量^痢^iに。

　地果　葉弩･t Z‘''U^.存にfi>ヽ･了V.＼h, vc わよび｀色*" も建に支化t ゐ*"' - -2’ン測存I' '^ 5

is.間作,で-七色･ Cmi 殆v;斐ｲL'£. p. り。，に）変化^ ^bヽてヽヽあ3 . tr 。収奪"り＆ビ女化しな

い。水,煮操非V｀n 叩., Uヽ啼ヽJ･吋矩珊間の紅熱で｀喊夕t J *゛■ 紹・，Co. ば煮,才申への端ヽ

出や゛穴で｀恥b . 珀通レ棟昨Z-ヽはヽ啼八い靫ケ卑*"‥’ヽ2- <･ .水J#,考拝K f^ヒ'Xて安藍ござあi- ，
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武今川女大寥政　゜庸瀬穣チ　野上蚕㈹藤サ海ぷ　面尾庫^寺田雅i-

　目的　茶柱ぶ立っ゛｀う表吃(てほロマンが溥りそ,の脊柱aげt溢往ぶ茎内勿体叫の双態

出初-'^ ふ可能穐に肉□：残糾町で'('私知
卵恥うt値穐と川匍鹿について検4!t^加之れ。

お浅試柏^a市販の雁ヶ音条（t靭を用いむ．通等がを篆法･りって太打嘩柱i

　　　　　－･1 ..4j　.l..-A　　　　　　　　....　　　　　　　_4!●aS厚.I　　J　　t　　9¶k.　L
禄取しいべ曳伴晰細椎!μて型態iL核脈'^ もめt 以:軟り彩もを如球群りした

。内卸片･^i-査弘'^MUi-ダも'f勁聯姥鯉雇削わ友・

　酷乖、筝柱･バ

れていて御払｀ぽとんどヽない。外郎iヽし永の侵入が結句やれず' 空気i^^細哨’゛留昶

■j(Kてぃる八が推t -rれ＆。こバ易今バ田屹座あよiXM<^ 水､杉蔓歴擾･こ肉り如見μ季i

fこめに　荼柱を有桟淳媒でヽヽ処瓊しｱ呻多浮雌揉・可否を筰討した．

ア･レコーIし，^-ｦｰ･レ両処度ともに水の渥虚性ぶVf 大し　華柱俘嫁誰棟J をう，しかし

ア･しコール処穐どエ-で7･レ処理とてヽほ伽賤祉，佃鴎賤にみりず｀^麦化に篆μ｀扨励ら/h芦

・さらに特界的φ色毛試みた錯象峯壮観細屹r-(3;賤,- iごる水の遥遠阻宅が゛おさてぃ^可

能棟^^｀示ftされた．このこt 匯術位的仁七若い季但鋤でヽ構成されてい§めと筰号してぃ

る・し狐ヵらて髄佃胞司護刈が悲ダぼ溢,りたぷりの奪回で'両*と撞定されみ.


